

















































第二次世界大戦中の経験 私 ち日系アメリカ人に与えた長期的な影響は、米国のエスニックグループの中でもとりわけ日系アメリカ人において、自分達のエスニシティ以外の人と結婚する割合が高いということも表れています。八人の内の二人は日系 アフリカ系との混血で、もう二人は日系とインド
系との混血です。のこりの四人は日系と白人との混













































































































































証明書に記載されている名前がそうではないことに気付くまで、私は「ケニー」と「サンディー」だったの す たちが失ったものは数多くありますが、このような私たちの体験をみなさんと共有できることを光栄に思い 。私たち日系アメリカ人は自分達に降りかかった悲劇や喪失に手一杯で、同じ時期に 本で何が起きていたのかについてあまり学んできませんでした。同じことがみなさんにも言える ではな でしょうか。だからこそ今日、私たち 経験を共有できることがすばらいと思うのです。二．日系アメリカ人の世代：一世、二世、帰米二世　
はじめ
に日系アメリカ人の世代について説明します。日本から米国に
やってきた移民の世代を一世と呼びます。一世の多くは長子として土地などを相続できない次男、三男でした。一世が移民してきた当 日本は貧しく、多くの若い男性たちは勇敢にも出稼ぎのために鉄道建設や農業の労働者とし 米国にやってきました。最初に一世 男性たちが米国に移民したのは一八六八（明治元）年のことで、ハワイ サトウキビ農園で働きま 。　
十九世紀後半から二十世紀初頭の米国では、一八八二年に施行された






















































































































































































































































































































































































































































































































































































日本街に時計の修理に出かけました。その時計を修理した人が、父の尺八の先生で、いたると静子 出会います お互いに一目惚れでした。後に父が私に話してく たことですが、帰米二世の男性はみな、日本からやってくるシルク
・
ガールをお目当てに、万博に足しげく通い、一日中




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































より恒久的な収容所はまだ建設途中 した。仮収容所 競馬場や農産物品評会を開くような広場 ど、何千人も 人々 すばやく詰め込むことのできる場所に設置されました。私の両親はタンフォランとい 競馬場に送られ、厩舎での生活を強いられました。これからの人生や家族設計という夢や希望に満ち溢れていた新婚の二人は、今や犯罪者同然の扱いを受けたのです。厩舎
の壁は漆喰で真っ白に塗られてはいたものの、地




























































表現として高い関心を集めて ます。こ で現在の米国社会で私 ち日系アメリカ人の「話」
を語り継いでいくことの重要性について触れてお



















所であるタンフォランから、ユタ州 建設されたトパーズ収容所へと移されます。そこでは約一万人の人々が砂漠同然の不毛な環境 つくられた安普請の収容所生活を強いられました。夏はうだるように暑く、冬は耐えがたいほどに寒い地です。板切 と防水用のタールを染み込ませた重い紙だけで建てられたバラックは
、室内でも風が吹きさらし、トパー
ズで頻発し 砂嵐の際には室内まで砂が吹き込んでき 人々は寝ている時に室内に入ってくる砂塵を吸い込まないように、濡れた布 顔にかけて寝たそうです。
　
米国全土十か所にこうした収容所が建てられましたが、完全に孤立し












リンカーン収容所に送られます。さらにニューメキシコ州 サンタフェ収容所を経て、最終的 父はテキサス のクリスタルシティ収容所で私たちと再会し、その後私たち一家は釈放されました。　
父が家族からを引き離された事の発端は一九四三年の二月にすべての























































































アメリカ人 米国市民が釈放に反対することを考慮する必要がありました。日系アメリカ人が収容所に入れられている今、一般の米国市民は日系人のことを犯罪者で、危険だと思っています。日系人が釈放されれば、このように危険な人々を自由に て、我々はどうなるのだ、日系人は釈放すべきではないと反発するでしょう。こうした反発への対応として、政権 、実は無実の人々を収容したの 証明する必要がありました。その手段が忠誠登録です。収容所の日系人に米国 対して忠誠であるか、敵、つまり日本と戦 意志があるか、そ て日本の天皇には忠誠は誓わないと約束できるか 聞くことにしたのです。当時米国軍と日系人との関係もと も複雑でした。
真珠湾攻撃直後には、多くの日系

























































































































































中心となり、後に奉仕団と呼ばれる報国青年団 結成されました。父もその の一人 した。団員の中には日本に一度も行っ ことのない、米国に失望した二世も含まれていました。はちまきをして、
「ワ
ッショイ」























































































































































































































































































































































































































































































































































私たちが電話に出なくてはなりませんでした。帰米二世だっ 父の英語には日本語話者特有の クセントがあり、そ を隠すことができないとがわかっていた彼は、電話で話すことを危険だと考えたのです。　（日本語）
　
私にとって近いようで遠い日本のみなさんとこうしてお話
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えたいことは、今回の講演会のような交流の場が今後さらに増えることを私も望んでいるということです。戦後、日系アメリカ人は、日本人である部分はごくわずかである、ほぼアメリカ人であることを社会に対して証明しなければなりませんでした。そ 結果日本や日本の文化との間に断絶が生まれてしまい、そのために失ったものを取り戻さなくてはなりません。例えば の住むサンフランシスコに日本街がいまだ存在しいることは素晴ら いことだと思いますし、このことについて私たちは対話を深めていくべきです。特に公式謝
罪と賠償補償が実現した後、日
系人の中から恥の意識 薄れはじめ、博物館や歴史的な教育プログラムをつくろうという動きは近年より活発に っています。体験者は自分の経験談を語りはじめ、日本語 読める人 私の父がどのような俳句をつくったのか 私たちに教え くれます。長い間 たち アクセ できなかったもの 知ることができるようになった は てもすばらしいことです。興味を持って質問 し 行動を起こ 、意見の交換を る。そういう時が来ています。日系アメリカ人が日本からの学生たち 喜んで楽しんで交流できるようになる き、日米関係はよりすばら いものになるのではない と考えています。小林
　
すばらしいですね。関心を持って対話を続けていくというポイン
トは次の質問にも関連して ます。ここで、講演で少し触 られ トランプ大統領に関わる質問に移り いと思います。 の中でもご紹介のあった、お母さまが収容所で受け取ったキ
ルトの話に関する学生からの







































たないように、問題を起こさない と言われました。公共の場では日本語はしゃべらないように、日系人ど しでかた らないように指示されたのです。主流のアメリカ社会に同化するよう強いプレッシャーを受ける一方で、根強く残る偏見や差別にもさらされ、職や住む場所を見つけるのに大変な苦労をしました。　
徐々にではありますが、戦後日本街も再成されていきました。とはい































人の家にまで立ち入って、日本のスパイ はない か、日本政府 協力しているのではないかという疑い 下、家宅捜査し、様々な物品を押収していったから す。人々が処分した の多く 個人にとっ 、家族にとっ 、大切な宝や遺品、思い出の品などでし 。　
強制退去、収容というトラウマを体験した多くの人は戦後そのことに
















































































































































































































ラム教徒に対する姿勢、発言に対し、七十年以上前に日系アメリカ人に対して犯された過ちを繰り返してはならない、そして米国 民主主義を守るためには間違っていることに対して抗議 声をあげなければならないという思いを強く反映した映画です。この映画の中にサンフランシスコの日本街で日系アメリカ人のコミュニティが初めて開いた政治的な集会の様子が収録され います。イスラム
教徒の人々や団体も参加しまし










































































































































































































うことを日本語で練習してきています。若い時 、日系 血をひくことを、日本の歴史的、文化的遺産 関係していることを誇りに思ってほしい 願っています。訪日を楽しむ子供たちをみていて、とても楽観的な気持ちになり す。小林
　
“G
randm
a Trip” （
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）
中
の
ご
家
族
と
の
大
切
な
時
間
をさいて、本日は本校にお越しくださり、本当にありがとうございました。みなさま サツキ
・
イナさんにもう一度盛大な拍手をお送りくださ
い。どうもありがとうございました
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